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（はじめに） 

 本校では、開校以来、全校児童生徒の「自立活動の時間

における指導」を専任部（学部とは別に設けられた専任組

織）が主となって担っていた。H２５年度に指導体制の大幅

な改変を行い、分掌自立活動部を立ち上げると共に、自立

活動専任スタッフを配置した。これに伴って、自立活動の

時間における指導は学級担任が主となって指導計画の作成

実践評価を担う体制となり、５年目を迎えている。 

 昨年度の研究では、個別の指導計画作成時の「自立活動

６区分チェックツール（２６年度開発、以下チェックツー

ル）」活用と、全員参加型の部内研修を通して、自立活動の

正しい理解に基づく指導の充実を目的として研究を進め、

一定の成果を得た。新学習指導要領では、アクティブラー

ニングに総称される、より体験的な学びのあり方が提唱さ

れ、特別支援学校においては、「自立活動と各教科の関連性」

を、より重視した指導の展開が求められている。 

本研究では、昨年度の課題であった指導目標の妥当性に

ついて、小学部４年生の指導事例をもとに、個別の指導計

画作成時のチェックツールの活用が長期目標の設定に及ぼ

す変化（研究１）と、「各教科と自立活動の関連性」を年間

テーマに据えた部内研修（研究協議）とクラス協議を通し

て、担任間の自立活動の理解の変容（研究２）に焦点を当

てて検討を行うこととする。 

 
（方法） 
 以下の手続きで検証を行う。 
研究１：４年生の児童５名の自立活動の時間における指導

の長期目標（全１６目標）について、チェックツールを使

用していなかった H２６年度と、チェックツールを使用し

た H２７年度の各目標について、その達成度を評価から読

み取り、比較・分析する。 
研究２：４年生の１事例を通して、年度当初にたてた自立

活動時間の時間における指導の長期目標、指導内容、指導

場面と、年度末の長期目標評価時に、目標達成のための指

導内容と指導場面の整理を行った結果を比較し、分析する。 
（参考：対象児童の KIDS：総合発達年齢０歳２ヶ月） 
 
(結果) 
Table1:長期目標の変化 

0 50 100

27年度

26年度
１、達成

２、概ね達成

３、一部達成

４、継続

５、不明

 
H２６年度は一部でも達成と捉えられる１〜３を併せた比

率が２０％であるが、H２７年度は１〜３の比率が７５％

に増加している。（Table1 に示す） 
 

 
Table2:長期目標と指導場面の変化 
 
＜平成２７年度当初＞ 
 
 
        
 
 
＜Ｈ２７年度末＞ 
 
 
 
 
 
 
注釈：Ａ－自立活動の時間における指導の内容    

Ｂ－日常生活（自立活動）の指導における内容 
   Ｃ－各教科の指導における内容 

年度末の協議では、各教科の指導においても長期目標に関

連した取り組みが必要との結論に至った。指導場面の広が

りと、それぞれの場面において、同目標に向けての取り組

みが設定されたことから、指導内容の多面的アプローチを

読み取ることができた。（Table2 に示す） 
 

（考察） 

 研究１では、H２７年度の方が、長期目標の達成度が上が

ったことが分かった。これは、チェックツールの活用によ

り、自立活動の６区分の視点で児童の全体像を網羅できた

こと、担任の主観のみに頼らない実態把握が可能になった

ことがより適切な目標設定につながったためと考えられる。 

また、本校のチェックツールは実態把握の観点と共に、指

導内容についても例示的に示しており、目標達成のための

指導内容、方法も明確になったことが要因として大きい。

一方で、目標達成が“一部達成”“不明”等の割合も依然と

して残っている点も明らかになり、実態に応じた指導目標

であったものの、文言等が遠大で漠然としたものであった

ことが要因ではないかと考えられた。 

 研究２では、部内研修→クラス協議のサイクルを年間５

回取り入れたことで、クラスの教員間で「自立活動と各教

科」「日常生活の指導（自立活動の指導）と自立活動の時間

における指導」の関連性やそれぞれの特性への理解が深ま

り、指導目標が明確になったことが要因と考えられる。 

 以上のことから、チェックツールを用いた実態把握に始

まる、指導目標の設定へのプロセスを“個別の指導計画作

成プロセスのシステム”として確立させることと、指導に

あたる教員間での共通理解と自立活動の正しい理解を更に

深めていくための“有機的な研修サイクル”を定着させる

ことが今後の課題である。 

 

（INOUE Hiroko,  URAI Shouko） 
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